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研究成果の概要（和文）：介護老人保健施設利用高齢者10名に対して週1回50分のライフレビュー面接を5回行っ
た。その結果、語り手と聴き手の間でのわかり合いたいという思いを基盤として、語り手が人生を振り返り、人
生の物語が紡ぎ出されるプロセスが明らかとなった。また、そこには聴き手の存在が大きく影響しており、ライ
フレビューは語り手と聴き手のふたりの間で生成され、共有される物語であることが示された。面接技法として
は、聴き手が自身のこころの動きや揺れや動きを敏感に察知し、その揺れを語り手のこころの動きに呼応して生
じる“とも揺れ”として吟味することで語り手と聴き手の関係や語り手のこころに対する理解が深化することが
示唆された。

研究成果の概要（英文）：Five 50-minute life review interviews were conducted once a week with 10 
elderly patients using a long-term care health facility. The results revealed a process in which the
 narrator reflects on his/her life and a life story is spun out based on the desire for mutual 
understanding between the narrator and listener. The presence of the listener had a significant 
influence on this process, indicating that the life review is a story generated and shared between 
the narrator and the listener. The interviewing technique is to examine the listener's sensitivity 
to the narrator's mental movements, and to examine these movements as "mutual fluctuations" that 
arise in response to the narrator's mental movements, thereby deepening the relationship between the
 narrator and the listener and their understanding of the narrator's mind. This is a good way to 
deepen the relationship between the narrator and listener, and to understand the narrator's mind.

研究分野：心理臨床学

キーワード： 高齢者　ライフレビュー　介護老人保健施設　奏功機序　面接技法論

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
高齢者のライフレビューは自我の統合性に資するものであり、抑うつ感を減じ、生活満足度を高め、家族や古い
友人など他者との絆を結び直し、自己を受容し、人と心を通わせあったり、カタルシスが得られたり、人間関係
を促進したり、心の平穏が得られたりするなど、高齢者のメンタルヘルスにおいて重要なセラピューティックな
効果がもたらされる。ライフレビューの奏功機序と面接技法論について明らかにした本研究の成果は、高齢者に
対してライフレビューを行おうとする心理臨床家をはじめ高齢者ケア専門職にとって有益な知見であり、効果的
なライフレビューが提供されることは、高齢者の福祉に資するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
（1）ライフレビューの意義 

Butler(1963)は、ターミナル期の患者や高齢者に過去を回顧するという現象が見られるこ

とに注目し、人生の終末期に近づき死を意識することで、パーソナリティの再統合を求めて

過去の回顧が活性化するのだと考えた。そして、このような現象をライフレビュー(life 

review)と名付けた。それは、「記憶の自発的な再来、あるいは記憶の目的ある検索のどちら

か一方ではなく、両者がともに生じるものである」(Butler, 1963)と説明されている。具体

的方法としては、クライエントの生育史の聴取が中心となる。 

ライフレビューが適応的に進展した場合には、より妥当な状況把握がもたらされ、人生に

新たな有意義な意味が付与されるという。それは不安を軽減し、人に死の準備をさせる。す

なわち、ライフレビューは究極的には Erikson(1963)の個体発達分化の図式における「自我

の統合性 対 絶望」という危機の解決にむかうものとなる。 

さらに、回顧する人の抑うつ感を減じ、生活満足度を高め、家族や古い友人など他者との

絆を結び直し、自己を受容し、人と心を通わせあったり、カタルシスが得られたり、人間関

係を促進したり、心の平穏が得られたりするなど、ライフレビューによって重要なセラピュ

ーティックな効果がもたらされるという(Haigt & Haight, 2007)。 

（2）研究動向とその問題点 

 しかし、セラピーとしての回想の有用性はあいまいであるとも言われている。それは、回

想に関する心理的プロセスが明らかにされていないからである(Watt & Cappeliez, 1995)。 

回想研究においては、特定の問題に対する回想プロセスの構成要素を明らかにする必要

があるという指摘もある一方(Watt & Cappeliez, 1995)、多様な対象者や問題にライフレビ

ューや回想が適用され、相応の効果をあげているという現実もある。したがって、幅広い問

題に共通する、中核的な機能や効果も存在するものと考えられる。いずれにせよ、ライフレ

ビューのプロセスを詳細に検討していくようなアプローチが求められるところである。 

また、現状の効果研究に欠落しているのは、回想法の中核的機能や奏功機序の解明ではな

いかと考えられる。そこをブラックボックスにしたまま、探索的に多種多様な尺度を介入前

後で比較して、有意差に汲々とするだけでは、心理療法として有効性を論じることには限界

がある。 
 
２．研究の目的 

このような背景から、本研究では、事例研究的にライフレビューのプロセスを詳細に記述

し、ライフレビューの促進要因の検討、事例の集積による典型的プロセスのモデル化、奏功

機序の分析を行うことが必要であると考えた。さらに、ライフレビューを活性化し、促進さ

せる聴き手の側の問題として、面接技法や基本姿勢についても検討することを目的とした。

３．研究の方法 

介護老人保健施設の協力のもと、施設を利用する 10名の高齢者に対して週 1回 50分、

計 5回の非構造的ライフレビューを実施し、その面接過程を分析した。 

 

４．研究成果 

（1）ライフレビューの展開プロセスと面接技法について 

 本研究では、聴き手から語り手に対して＜思い出の話を聴かせてください＞と伝え、語



り手から自発的な回想が生じた際に、その話題に積極的に傾聴することで回想を促進する

という方法をとった。そこでは、両者の間に信頼関係を構築し、面接が防衛なしに、自身の

内面をさらけ出しても安全な場であることが語り手に理解されることが第一歩となる。 

そして、そこに生じた語り手の自発的回顧に聴き手が積極的に関心を示し、傾聴すること

で、語り手の回顧が活性化していく。そのような思い出を語り手があらためて見直すことで、

追加的な記憶が呼び出されたり、記憶が修正されたりする。さらにそれらをもとに、思い出

が推敲され、これまでとは違う角度から見直されることで、人生に対する見方や受け取り方

が変化するといった、視点の移動と認知の再構成が可能となる。そこでは、聴き手が語り手

の話題のどこに焦点を当てて応答するのか、という聴き手の姿勢も重要となる。それが語り

手の回顧を促進し、話題の方向付けとなり、評価を促すからである。 

たとえば、そのような視点の移動が可能となるためには、聴き手が語り手の発言を鏡のよ

うに反射していることが必要となる。また、聴き手にとってわかりにくい部分や、あいまい

な部分、そのときの語り手の心情などについては、質問が必要となる。そのため、面接技法

としては、あいづち、うなずきなどのはげまし技法、質問、いいかえ、要約、感情の反映な

どが用いられる。 

このような回顧の活性化、視点の移動、認知の再構成というプロセスは、円環的・循環的

に繰り返されて、ライフレビューが進展していく。そこで、自身の人生に対してより妥当で

適応的な見方が与えられれば、唯一、1 回限りの自己の人生を受け入れられるようになる。  

以上より、語り手の内発的なライフレビューへの動きと呼応するような面接構造や聴き

手の応答が、語り手の自分の人生を振り返るプロセスを促進、援助する機能を有しているも

のと思われる。 

（2）語り手と聴き手の間の関係が人生の物語の内容を規定する 

まず、語り手と聴き手が相対し、面接するという構造には、互いに「わかりあいたい」と

いう思いが共有されていることが想定される。これは、人と人が関わり合おうとするときの

大前提であろう。そして、ライフレビューという設定の中で、語り手は、自分の人生につい

て想起して語る。それは、基本的には語り手の中に、聴き手に対して「わかってもらいたい」

という思いがあってのことだろう。わかってもらえそうにないことや、言いたくないことは、

語ることが躊躇されよう。 

聴き手は、そのような語り手の発言を「わかりたい」と思っている。それが聴き手の基本

姿勢であり、心理療法においてはクライエントに対する「あたたかい関心」とか「健全な好

奇心」と呼ばれるものである。聴き手の応答は、語り手の発言の中の重要であると感じられ

たり、興味を引かれたりする部分に対して行われ、語り手も、聴き手から応答のあった部分

について語り続けることになる。 

こうして、お互いの気持ちが相手に伝

わり、共有されるようになっていく。その

ような語り手と聴き手の間の「共鳴する

こころ」が、人生の物語として結晶化して

いくのである（Figure 1）。 

語り手 聴き手 
両者に共有される物語             

（共鳴するこころ） 

Figure1語り手と聴き手の関わり合いのプロセスとしての 

ライフレビュー                    
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